
茨城県沿岸漁海況に関する調査－Ⅲ

常磐，犬吠崎沖まき網漁場におけるマサバ魚群について

市村勇二・小沼洋司

は　し　が　き

昭和55年冬期より犬吠崎沖打マサバ成魚の大集合がみられ，主として一本釣によっで浄獲された。

ここに房総，豆南海域を主産卵場とする本州太平洋系欝としてのマサバ資源の動向が注目され掟じめ，

特収犬吠埼沖の漁場が持続するかどうか灯大きを関心が寄せられた。各研究機関もこれ打対応し多く調

査研究努力を注入し，魚欝と環境との関連性紆数々の研究実績を残してhる。

最近では昭和59年度よりの漁海況予報事業の発足にともをレ研究方向は一段と進展し，宇佐美1）

はマサバ成魚の性成熟からその集合特性を論じ，生物主体系の研究理論を展開している。また川崎2も

マサバ太平洋系欝の構造打つhて成魚と未成魚打区別し，多くの生活の側面からそれらの時・空間的を

分布，移動打つhての有力を仮説を橿起している。

常磐，爛沖のまき網漁業で対象と走るマサバはhうまでもをく本州太平洋系詳であるが，昭和58

毎10月以降その生産基盤が確立され今日の隆盛をみてhるもののその歴史は新らしい。したがって，

‾本釣漁場におけるマサバの研究はすで打数多hが，せき網漁薬での研究吐少なく，マサバの生活の実

体は未知た分野が多い。

ここに発表するのは，昭和58年10月から実施しでhるせき網標本漁船日報と治岸重要漁業資源委

託調査から得た体長と肥満度の関係をもっで本海域に来館しせき網漁業の対象と走るマサバの魚欝構造

について試みた分析である。

本稿を執筆するにあたり，連日の激務にもかかわらず漁獲日報を書いて頂し、てhる，せき網漁船の漁

按長，通信士の皆様，および魚体調査資料の多くを賜わった福島県水産試験場竹内啓技師に厚く御礼申

し上げる。

1　マサバ海区別出現比

常磐，畑崎沖でiき綱船がサバを対象とする海域は，昭和58年10月から41年6月までの漁獲実

績では，北は福島県請戸沖から南はほほ犬吠埼Sl鳩の範囲である。したがって，この海域内で漁場形

成の頻度の多い下記四海区を設定し，それぞれⅠ，・．汀，Ⅲ，Ⅳ海区とした。

Ⅰ海区　　請戸沖へ菊田浦押

∬海区　　大津沖、久慈沖

Ⅲ海区　　久慈沖一、平井沖

Ⅳ海区　平井沖～犬吠崎沖
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前記四海区毎に，58年10月から41年8月までのまき網標本漁船日報（福島県占集，菱戚県8隻，

千葉県1隻）よわ得られた旬別の全漁獲量と銘柄（大・中りj、）別サバ漁獲量を集計し，海区別，句別，

銘柄別サバ出現比を百分率で第1図打示した。
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第1囲　海区別・句別・銘柄別マサバ出現此

海区別，旬別，銘柄別出現比の推移についての説明

58年10月～59年占月期
染

10月上旬から11月上旬までⅠ海区では大羽マイワシ，Ⅱ～Ⅳ海区では中セグロが卓越しサバの出

現はたかった。

楼カタクチイワシ
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11月中旬以降1月下旬までⅠ，∬海区を中心に小サバの出現があわ，町，Ⅳ海区では依然として中

セタロが大半を占め小サバの分布はわずかであゥた。

5月上旬には各海区ともサバ単一一一群となれ】∴　∬海区に′J、サバを主体に大，中サノ　も若干添加され，

漸次町，Ⅳ海区へ南下移動する傾向がうかがわれた。

4月中旬以降はⅣ海区に大サバの出現が顕著で，逆に皿，∬海区へ北上移動する傾向を示してhる。

59年10月～40年8月期
※

10月から1月上旬まで各海区とも中セク㌧㍉：ゴポーセグロの濃密を集合があり小サバの出現吐極め

て少なく，11月下旬より1月上旬にかけて1海区でわ河、サンの出現をみたが他海区では皆無であった。

2月上旬にはⅠ海区に′J、サバが現われ，以降大，中サバも出現し4月の上旬まで∬一一Ⅳ海区へ漸次南

下移動する傾向を衰づける出現をみてhる。5月上旬からはⅣ～Ⅰ海区へ北」二する傾向を示しでhる。

40年10月一一41年8月期

40年10月から11月下旬までは前年と同様打中七タロが卓越してサバ仕方く，11月にⅠ，几海

区に／」、サノくの出現がみられ，2月下旬まで同海域灯滞留したのち，4月下旬にかけでT旺一一Ⅳ海区へ移行

してhる。5月上旬からはや仕り北上する傾向がうかがわれる。

2　生活周期としての仮説

上にのべた5．8年以峰5カ年の海区別マサバ出現様式から，マサノミ分布の共通点は，風漁期当初の11

月から1・2月までⅠ，汀海区を中心にカメクチイワシ，マイワシに混獲されて出現する／J、サノミの分布，

㊥これより1～5句を置し、て芦・5月から4月までの大，申サバが添加し方がら南下移動をする分布，

㊥4，5月から主としてⅣ海区に出現し終漁期である8月下旬まで漸次J海区打むけて北上移動十る。

以上の三つの段階に大別される。

以上のとおり，常磐，プ御崎沖のせき網漁場灯回活十るマサバ魚翠は三つの生活周期が存在すると考え，

11月～1・2月を滞留期，2・5月～4月までを甫下期，4・5月～8月を北上期と仮称する。

3　体長と肥満度の関係

前項で仮説した三つの生活周期を有する魚群が，どのり：う走段階で各同期に集合し，層的打どのよう

を特性をもち，またその特性が生活周期毎にどのよう打変化して1（くかとhうこと舌㌧数は少か八が魚

体測定資料から体長と肥満度の関係を用h検倒した。

調査方法は，三つの生活同期毎のサバ魚体測定資料から肥満度を求め，1m区分の各体長級に対応す

る肥満度の平均値を，年次，周期別に表Ⅰに示した。

○滞留期

体長範囲は18～28（職で，モードは19一一21m台の0年魚未からⅠ年魚初めのもので，Ⅰ生魚後

※　カククチイワシの大型魚
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半の申す′くも若干添加されてhる。これに対応する肥満度の範囲は929～11．占占で，体長モード付

近の肥満度は鼠45へ々75と比較的高h数値をみてhる。

0両下期

体長範囲は17～58潤でⅡ年魚の大型群

も若干加わってhるが，モードは19、22・

C仇であり滞留期よ．り1仇程度大きくなるだけ

である。肥満度は8．56～12．04の範囲に

あり，体長モード付近では8．87、月29と

滞留期より各体長階級とも大巾に低下してh

る。

0北上期

59年は資料が少をかったため割愛し，

40および41両年の状況から考察すると，

体長範囲は21～57cWで時には55～40

仇被のⅣ～Ⅴ生魚も出現するが，モードは25

朗と54（職で前二期よカ魚体は大型化する。

肥満度はa89、12．58の間に分布し，体

長モード付近では鼠47と11．47にあって，

滞留期エわは低く南下期よりはやや高くをっ

てお力，ほほ雨期の中間の値を示す傾向がみ

られる。

4　魚群段階について

！■．子細■　　　　1■二■下■　　　　■■：暮上■

第2図　体長と肥満度の関係

一般に漁況予報に導びかれる生物学的な根拠は－「応，等官化された魚群の集まわの中で，生物自体の項

的を変形から得られる諸特性をとおして論じられる場合が多hが，ここでは発育段階である体長階級を

等質化し，これに対応する肥満度の官的な変化を生活周期と考え，ここから魚群段階を導びhた。

すなわち，第1表に示した生活周期毎の体長と肥満度（測定尾数5以下を除く）の関係を年次別に整

理し第2図に示した。

これK∴とると，滞留期は各年次とも各体長階級における平均肥満度は高く，南下期は各体長階級とも

滞留湖上少大巾に低く走れ北上期はほぼ雨期の中間域に分布する。
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このように生活周期内における肥満度の質的を変化から，それぞれの周期内に封ナるサバ魚群を，Ⅰ

群（滞留群），皿許（南下欝），Ⅲ群（北上群）とに区分した。

第1表　マサバ体長と肥満度の分布

　 年 次

項 目
5　8 ・－ 5　9 年 5　9 ・・－ 4　0 年 4　0 ・、 4 1 年

生 活苦 周 期 滞 留 期 南 下 期 北 上 期 滞 留 期 甫 下 期 北 上 期 滞 留 期 南 下 期 北 上 期

時　　　 期
1 0．1 1 2． 1 4 1 1．1 1 2． 1 1 5， 1 1 1 1．2 9 2．5　　 4．4．2 0

・、． 1．5 1 ～　 ま　 5 ～ 1．2 7 ～　 ま　 9 ・、　 ム　 9 一一 1．5 1 一一・5．1 1・、一　5． 1 8

体 長 範 囲 1 ‘－2 8 1 7へj 4 1 7へ一2 占 1 8、 5 ‘ 2 1・・一一5 7 1 占一一2 8 1 9へ・一2 9 2 1～・5 4

体 長 モ ー ド 1 9 1 9 2 0 2 1 5 4 2 1 2 2 2 5

肥満度 範 囲 R d N lA 又0 1－、j 2上】4 刑 15 5 85　“ 18 9 88 9－」2 58 鼠4N IJ占占8A N O2‘9 18・1 24 9

体 長 モー ド

の 肥 満 度
♀5 5 8 9 5 賃7 5 8 8 7 1 1．4 7 鼠4 5 鼠2 9 鼠4 7

測　 定 尾 教 5 9 4 　 2 7 5 1 5 4 5 1 2 1 8 8 4 占4 2 2 4 8 9

5Ⅰ●皿　●Ⅰ群の分布様式

以上の過程で区分された魚群段階で，Ⅰ・＿汀帯はほほ体長範囲が同じであるため，その集合様式や密

ま分布の特性を引き出すことも可能であるが，Ⅱ群は大型魚の出現打ともなう個体間の生活様式の違い

から，Ⅰ・皿許と比較してその特性を論じるには問題を残す。しかし，一応分布の概要を知る意味で標

本漁船の漁獲日報から三つの魚群別に漁獲分布を第5～5図に示した。す表わち第5～5図は緯度，経

度を5分間隔に区切カ，その桝日内の一投網最高漁獲量で表わしてある。

ここでⅠ～皿評をとおした特徴として，次のよう矛ことがhえる。Ⅰ禅托低密度ではあるが，ほぼ塩

屋崎沖水深100m以幾に集合がみられ，磯崎以南の海域では出現が少をh。

∬群はⅠ群と同じように塩屋崎沖を中心に集合がみられるが，分布域の拡大好より水深1ロ0れから

2＿ロ0m康まで移行し，分布密慶一も大きくなる。また資源量の高かった40年にはⅠ～Ⅳ海区まで連続

した分布があったが，比較的低かった59・41年はⅡ海域の集合は断続的で短時間である。

Ⅲ群は犬吠埼沖に濃密域が形成されるが，北上の過程では改発群とそり，200m等深緑より押出し

する傾向がある。
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束5図　集Ⅰ詳漁獲分布図（まき約一伽五分桝日最高漁獲量）
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第5図　第Ⅱ群，漁獲分布図r「量き網一塊約五分桝日最高漁獲量1

6　考　　　察

各生活周期における肥満度の質的を差から魚群段鰭を区分し，現在までの知識から本海域に来澹する

三つの魚群の構造につhて若干考察してみる。

第Ⅰ群は．11月頃からカタクチイワシ，マイワシ，アジ等とともに漁獲され，その体長モードは

19～21（打合にあわ，年令は0年魚未の肥満度の高h魚群である。これは春期r4～占月1房総，豆

甫海域で発生した集団が沿岸沿hK三陸近海まで北上し，その後南下する一都が11月灯は塩蜃崎沖海

域を中心に集合したものと思われる。塩屋崎沖に達してからは行動半径も小さくなり，滞泳気味灯活発

を索餌活動を続け同海域付近で滞留あるhは越冬する魚群と考える。

第几欝は，篤Ⅰ欝より1一一5旬後の2月頃より第Ⅰ欝と同じ塩屋崎沖附近打出現するが，その分布密

度が大きhこと，移動速度が早hこと，サバ単一の評として出現すること，肥満碇が小さhことオど隼

活の側面から第Ⅰ群とは異質を南下径路をたどった魚群と推察できる。

川崎21吐5～8月に末成魚の一部は第一壌水塊とともに北上し，その先端はN400－58′付近ま

で達するが，それより北には北」二せず，11月まで沖合に滞泳し，11月から12月にかけて南下離

し常磐沖以南の沿岸水域に来瀞するとして沖合回瀞評の存在を示唆してhる。
11

また宇佐美　　はマサバ成魚の肥満度を生殖巣を除毛した体重を用hて越冬期と産卵期とで比較し，

※　通常145亡月付近で黒潮前線から切離される暖水塊

－59－



蓑水試：試験報告　　昭和59，40年度

産卵期の肥満度が低い傾向を示す事実から，産卵期の生殖巣が増量する事はそれだけ蓄穣体力を消費

するとして，肥満症の低下を説明している。

ここにロ年魚末とⅠ年魚初めで形成きれる第∬欝の肥満症が低下する要因が，宇佐美のhう産卵に

参加するための過程とは必ずしも考えがたhが，hずれにしてもⅠ帯とは異を少12月から1月にか

けて南下先行する成魚（現在までの段借ではまき鍋の対象となってhをh）の後続群であわ，沖合か

らの接岸群とみるのが巽当であろう。

第皿欝は，房総，豆南海域で産卵後の索餌回漕許で肥満度も回復し，5月より犬吠沖に集合したの

ち，鹿島＃沖冷水塊が発達した年（58，40年）は犬吠崎沖に濃密城を形成するが，未発連年（59・

41年）には散発的にⅡ～Ⅰ海区へ移動する北上群である。

以上のように5群を区別して想定してみたが，Ⅳ海区の鳳欝後半と皿許の前半は第1図のようにや

や識別しがたく．第2図のよう忙体長階級の高h方では肥満度がほぼ同じ虹をる事例があるので，5

～4月の南下，北上許の識別につhては肥嘩鹿以外の諸側面から検証の必要がある。

7　要　　的

昭和58年10月から41年8月書でのせき納標本漁船の漁獲日報を用h，マサバの海区別出現状

況から時，空間的に類似する三つのグループを引き出し，それぞれ滞留軌南下軌北上期と三つの

生活周期を想定した。またこの周期内におけるマサバの体長と肥満慶の関係から魚群の噂の変化を見

出し，三つの魚群段階を区分した。また区別した魚欝の分布様式から常磐・外房沖まき網漁場におけ

る魚群構造につき南下状況を示す第Ⅰ群と某Ⅱ群は噂的把異なり，第Ⅰ群は沿岸沿hK北上したもの

の一部が塩屋崎沖に集合するものであり，窮Ⅱ群は沖合北上群が南下接岸するとhう考察を行食った。
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